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─制作を進める中で、どのようなことを指針として
いますか。

小出　今回の展示では「時間と距離」をテーマにして
制作を進めています。その発端となっているのは、日
常的に収集している石や貝などの漂流物との出会
いです。自分とは全く異なる時間軸や場所性を内包
した小さなそれらの存在が、遠く離れたところと私と
を緩やかな線で繋ぎます。その線を頼りに様 な々時
間や距離について思考を巡らせています。それは同
時に、自分が今存在しているということを確かめる行
為でもあると感じています。

越野　絵画を専攻していた学生時代から、絵画にお
ける新しい表現を模索する事を指針としてきました。
絵画によるインスタレーションという手法も、その意図
によるものですが、特にそこに配される作品は、今ま
で自分も見たことの無い視覚性を備えたものにする
事を目指してきました。因習的な絵画という形式から、
発想の材料、手掛かりを探り、自分独自の表現に繋
げる事を目標に制作しています。

─本展では観客にどのようなことを感じ、考えてほ
しいと思いますか。

小出　ひとつの解釈を押し付けることはなるべく避
けたいといつも考えています。もちろん作品として成
立させる為の枠組みはあって、私自身はそこに厳密
に向き合って提示しようと思っています。しかし、その
まま押し付けるのではなく、その中で鑑賞者それぞ
れに読み解いてもらうことが望ましいです。そして、で
きれば何度か作品を体験して頂きたいです。作品が
毎回呼び水となり、体験がその都度変化したものに
なればいいなと思っています。

越野　多様な解釈を受け入れる作品に僕自身興
味がありますので、自分の作品も観客に様 な々受け
取られ方をすると良いなと思っています。期間中の
“粛 音々楽祭”は、会場で音楽を流す試みですが、流
す音楽はあくまで一例であり、こう感じてほしいとい
う押しつけではありません。ただ、カール・ストーンさ
んのライブ・パフォーマンスはお薦めです。カールさ
んの演奏と僕の作品との相乗効果（あって欲しいと願う）

を味わってほしいと思います。

私たちの生きる世界は、想像よりも遥かに
不確実にできていて、絶対的に言い切れ

ること、信じられること、というのはもはや存在
しないのかもしれません。作品に多様な主張を
託す現代美術において、指針とすべきものは、
一体何なのでしょうか。本展では、関西をメイ
ンに活動する小出麻代と越野潤の二人から、
その応答を導きます。

二人のふるまいは対照的です。小出の近作
は、ガラスや鏡、電球、紙片などの異素材を結
び付け、インスタレーションを展開します。 人が
言葉にする以前の、未分化な記憶や感情をくす
ぐるような風景を紡ぎ出し、咀嚼する余地をたっ
ぷりと与えます。一方、既存の絵画技法の分析
と試行を繰り返し、「質」の表現を刷新してゆく
越野。 シルクスクリーンという聞きなれた言葉
からはおよそ現実味を帯びない未知に満ちた
空間に、私たちは全幅で身をゆだねるでしょう。

これらは一見生 し々さから離れながらも、紛
れもなく二人の手仕事によるものです。 作家と
して生きるための仕事すなわち生業として、生
活の中でリアリティをもって提示されます。 ファ
ンタジーでなく、スペクタクルでもない、現実
の地続きとして。

私たちが作品をみるとき、自分を対象へ合
わせる作業が自然に起こりますが、その方法
は様々であって良いはずです。 二人が空間を
形づくると同時に、私たちもそれぞれに対し
チューニングしていく。そこに、生きるための前
向きな孤独を見出すことができるのではないで
しょうか。 未知と既知を行き来する、有機的な
やりとりの交歓に、ぜひご期待ください。

作品をみる自分自身の感覚が二人の作品を通してどのように振
れていくのかとても楽しみにしています。関連企画も合わせて何
度も足を運んでいただければ嬉しいです。

平野春菜（アートコーディネーター）

小出麻代 『すいこみ はきだし ひろがる』（LABORATORY、京都、2013）　撮影：長谷川淳

越野潤 『SOLO EXHIBITION』（ギャラリーヤマグチクンストバウ、大阪、2017）

小出麻代 （こいで まよ）

1983年大阪府生まれ。2009年京都精華大学大学院芸術研究
科博士前期課程芸術専攻版画分野修了。主な展覧会に、個展

『うまれくるもの』（あまらぶアートラボ A-Lab、兵庫、2017）、『empty 
park』（Gallery PARC、京都、2017）、『連鎖とまたたき』（京都精華大

学ギャラリーフロール、2016）、「PAT in kyoto 京都国際版画トリエ
ンナーレ」（京都市美術館、2016）、「大地の芸術祭 越後妻有アート
トリエンナーレ 2015 枯木又プロジェクト」（旧枯木又分校、新潟）、
個展『すいこみ はきだし ひろがる』（LABORATORY、京都、2013）、

『1fl oor2012』（神戸アートヴィレッジセンター、兵庫）など。

越野 潤 （こしの じゅん）

1967年大阪府生まれ。京都市立芸術大学大学院美術研究科修士
課程油画専攻修了。主な個展に『SOLO EXHIBITION』（ギャラリー

ヤマグチクンストバウ、大阪、2017）、『TRANSLUCENT/SURFACE』
（GALLERY αM、東京、2016）、『8 WHITE RECTANGLES』（あしや

シューレ、兵庫、2014）、『PERSPECTIVE』（アートスペース・ゼロワン、大

阪、2013）、『interlude』（ギャラリーヤマグチクンストバウ、大阪、2012）

など。 主なグループ展に『BEYOND TIME』（あしやシューレ、兵庫、

2017）、『北野吉彦・越野潤二人展』（NSA noborimachi space of art、

広島、2014）、『うつせみ』（常懐荘、愛知、2012）など。

［関連企画］

アーティスト・トーク
日時： 2月24日（土）15:00－16:30
集合： ギャラリー南
※入場無料、事前申込不要

－展覧会空間を味わう試み5種－
暗がりの散策
作家と展示空間で過ごす、マイクロツアー。
お茶とお菓子付
日時： 3月3日（土）15:00－16:00
会場： ギャラリー南
ガイド：小出麻代
お菓子：杉山早陽子（御菓子丸）

料金：1,000円
定員：20名（先着順／要事前申込）

早春夜話　※ナイトミュージアム京都連携企画

マイクの電源を切って、話し声に耳を澄ませる
夜のトークイベント。
日時： 3月17日（土）18:30－20:00
会場： ギャラリー南
ゲスト：梅田哲也（現代美術）

ガイド：小出麻代
料金：無料　
定員：40名（先着順／要事前申込）

粛々音楽祭－A面
日時： 3月18日（日）16:00－17:00
会場： ギャラリー北
選曲： 越野潤
※入場無料、事前申込不要

粛々音楽祭－B面
日時： 3月23日（金）19:00－20:00
会場： 和室「明倫」
選曲： 越野潤
※入場無料、事前申込不要

クロージング・パフォーマンス
日時： 4月7日（土）16:00（約60分）

会場： ギャラリー北
出演： カール・ストーン（電子音楽）

料金： 1,000円
定員： 40名（先着順／要事前申込）

※パフォーマンス中、ギャラリー北の入場を
　制限いたします。

※イベント情報（P2）もご覧ください

『生業・ふるまい・チューニング 小出麻代－越野潤』
会期： 2月22日（木）－4月8日（日）10:00－20:00
会場： ギャラリー北・南・和室「明倫」ほか

小 出 麻 代 － 越 野 潤

本展に際して、出展作家のお二人に
インタビューを行いました。
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前に
お申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術
センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブ
サイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

美術

冬休み芸術体験教室作品展
「写真の教室」参加者の作品を展示。
会期： 1月13日（土）－31日（水）10:00－20:00
  ※最終日のみ16:00
  ※会期中無休・入場無料
会場： インフォメーション
主催： 京都市、公益財団法人京都市芸術文化協会

第4回「藝文京展」
「フォームとフィギュア」をテーマにした、立体造
形分野の入選作品を展示。
会期： 1月13日（土）－2月12日（月・祝）

 10:00－20:00
  ※会期中無休・入場無料
会場： ギャラリー北・南
主催： 京都市、公益財団法人京都市芸術文化

協会、京都芸術センター

『生業・ふるまい・チューニング
小出麻代－越野潤』
会期： 2月22日（木）－4月8日（日）

 10:00－20:00
  ※会期中無休・入場無料
会場： ギャラリー北・南・和室「明倫」ほか

［関連企画］
※Topic01（P1）もご覧ください

アーティスト・トーク
日時：2月24日（土）15:00－16:30
集合：ギャラリー南
※入場無料、事前申込不要

暗がりの散策
作家と展示空間で過ごす、マイクロツアー。
お茶とお菓子付。
日時： 3月3日（土）15:00－16:00
会場： ギャラリー南
ガイド：小出麻代
お菓子：杉山早陽子（御菓子丸）

料金：1,000円
定員：20名（先着順／要事前申込）

伝統

伝統芸能文化創生プロジェクト

「落語 The シンポジウム」
日時： 2月3日（土）14:00－17:30
会場： 大広間
登壇： 藤山直樹（上智大学総合人間科学部心理学科

教授、精神分析家）、大田純寛（NHK「超入門! 

落語THE MOVIE」エグゼクティブプロデューサー）

司会： 小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

料金：無料
※定員に達したため申込終了
※当日参加は、13:00より受付（先着順）

「三味線三昧」
日時： 2月4日（日）13:00－17:00 開場12:30
会場： 講堂
出演：
〈道具製作〉

佃三恵子（原糸製造）、小篠敏之（糸製作）、
今井三絃店（棹製作修理）

〈演奏〉
杵屋勝七郎（長唄三味線）、林美音子（柳川三

味線）、新内枝幸太夫（新内節三味線）、鶴澤
清志郎（義太夫三味線）、柴田雅人（津軽三味線）

料金： 無料
※定員に達したため受付終了

講座シリーズ#3 女流義太夫を知る
女流義太夫の実演とお話。
日時： 2月17日（土）15:00－16:30 開場14:30
会場： 大広間
出演： 竹本雛子（太夫）、豊澤雛文（三味線）

進行： 小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）、
畑律江（毎日新聞学芸部専門編集委員）

料金：無料（事前申込可）

定員： 70名

主催： 伝統芸能アーカイブ＆リサーチオフィス
（京都市、京都芸術センター）

継ぐこと・伝えること60
『沓占式－下駄占い－』
下駄で吉凶を占う「沓占式」を、実演を交えて紹
介。芸を継承することについての討議も行います。
日時： 3月4日（日）開場13:30 開演14:00
会場： 講堂
出演： 齋藤登（沓占式家元）

登壇： 茂山童司（狂言師）、井上治（京都造形芸術

大学准教授）、村川拓也（演出家）

司会： 小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

料金： 一般前売1,800円／当日2,000円
 学生500円（前売・当日共）

音楽

みみききプログラム

#2 素謡の会
日時： 1月25日（木）

 受付18:00 開場18:30 開演19:00
会場： 大広間（待合：講堂）

演目： 鉢木
出演： 林宗一郎、味方團、河村晴道、田茂井廣道、

曽和鼓堂、茂山逸平、島田洋海
待合演出：川㟢仁美（盆栽研究家）

企画・ナビゲーター：田茂井廣道（能楽師・観世流

シテ方）

料金： 前売1,500円／当日1,800円

#3 Kyo×Kyo Today
「ウインター＆アレンジ・セレクション！」
日時： 1月31日（水）

 受付18:00 開場18:30 開演19:00
会場： 講堂
出演： 中野志麻（ヴァイオリン）、片山千津子（ヴァ

イオリン）、小田拓也（ヴィオラ）、渡邉正和
（チェロ）、出原修司（コントラバス）、筒井祥夫
（クラリネット）、中野陽一朗（ファゴット）、
ハラルド・ナエス（トランペット）、中山航介

（パーカッション）

曲目： リスト「愛の夢」第3番、ワルトトィフェル
「スケーターズ・ワルツ」 ほか

料金： 一般前売1,800円／当日2,000円
 学生1,000円（前売・当日共）

主催： 京都芸術センター、京都市交響楽団、京
都市

半券割引：「みみききプログラム」の他の公演
の半券をお持ちいただいた場合、200円
割引します。1回のみ有効。

ロゼッタ結成公演『未知の空間』
KAC TRIAL PROJECT / Co-program 2017 
カテゴリーA「共同制作」採択企画。
日時： 2月12日（月・祝）

 開場16:45  開演17:00
会場： 講堂
出演： Rosetta Contemporary Ensemble

橋爪皓佐（ギター）、有馬圭亮（左手のピアノ）、
柴田高明（マンドリン）、永田参男（ギター）、
日下部任良（サクソフォン）、佐古季暢子

（マンドリン・マンドラ）

料金： 一般前売2,500円／当日3,000円
 学生前売1,000円／当日1,500円
チケット取扱：京都芸術センター、株式会社サ

ロット、フレット楽器ヤマサキ、レポワ音
楽事務所

主催：Rosetta Contemporary Ensemble、
京都芸術センター

※Topic02（P4）もご覧ください

ダンス

AIR Alliance Platform
「ダンスと映画：物語る身体」上映会
日時： 2月24日（土）、25日（日）

 13:00／15:00／17:00
※24日（土）17:00の回終了後、トークイベント

有（ネイサン・スミス＋飯名尚人）

上映監督：インバル・オシュマン、ネイサン・スミス、
飯名尚人

会場： ミーティングルーム2
料金： 予約500円／当日800円（各時間入替制）

主催： JCDN、京都芸術センター

トークイベント

山鉾のかざり
祇園祭・山鉾金工品調査報告講演会Ⅲ
祇園祭の山鉾の金工品の調査報告講演会。
日時： 1月29日（月）14:00－16:30
会場： 講堂
講師： 久保智康（京都国立博物館名誉館員）

 竹中友里代（京都府立大学特任講師）

料金： 無料
定員： 100名（先着順／要事前申込）

主催： 公益財団法人祇園祭山鉾連合会、京都
芸術センター

演劇計画Ⅱ ─戯曲創作─
「S/F ─到来しない未来」 KAC S/F Lab.
オープンラボvol.5　「習俗と寓意」
戯曲創作と平行して開催する、科学と虚構につ
いての研究紹介とディスカッション。現代文化
を民俗学の視点から捉え、旺盛な執筆活動を行
う畑中氏をゲストに迎えます。
日時： 2月6日（火）18:00－20:30
会場： ミーティングルーム2
ゲスト：畑中章宏（民俗学者）

登壇： 松原俊太郎、山本健介（委嘱劇作家）
※入場無料、事前申込不要

都市と百貨店―生活のデザインと文化
百貨店は生活の博覧会場だ！！
京都と百貨店の関係を再発見する対談企画。
日時： 2月18日（日）14:00－15:30
会場： ミーティングルーム2（予定）

対談： 井口昌也（株式会社大丸松坂屋百貨店）

 米田庄太郎（株式会社髙島屋） 
コーディネーター：辻喜代治
料金： 無料
定員： 50名（先着順／要事前申込）

主催： 京都市、公益財団法人京都市芸術文化協会

ラウンドテーブル「アートを支える現場
－アーティスト・イン・レジデンスを中心に」
日時：2月21日（水）14:00－17:15
　　　（第一部 14:00／第二部 15:30）

会場： フリースペース
登壇： 赤井あずみ（HOSPITALE Project代表）、

小川希（Art Center Ongoing代表）、小田井
真美（さっぽろ天神山アートスタジオAIRプログラム

ディレクター）、三原聡一郎（アーティスト） ほか
料金：無料
定員：各テーブル30名（先着順／要事前申込）

［関連企画］
KYOTO ART TOUR
京都市内の最新アートスポットをバスで巡るツアー。
日時： 2月22日（木）14:00（所要時間3～4時間）

集合： 京都芸術センターエントランス
料金： 無料 ※但し入場料等は実費

定員： 15名（先着順／要事前申込）

主催： 京都市、京都芸術センター
※Topic03（P4）もご覧ください

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ。（参加無料）

シアターリミテ「群読に挑戦、演出に挑戦」
日時： 2月3日（土）10:30－13:00
会場： 制作室11
定員： 10名
対象： 高校生以上（未経験者歓迎）

持物： タオル、筆記具
※動きやすい服装でお越しください

ベビー・ピー「山ぐるみ人形劇をやってみよう！」
美術作家・山さきあさひこ氏製作のぬいぐるみ、
通称「山ぐるみ」を使った人形劇のワークショップ。
日時： 2月4日（日）11:00－13:00
会場： 制作室10
定員： 10名
対象： 未経験者歓迎
※動きやすい服装でお越しください

正直者の会「声に出して読んでみる」
日時： 2月6日（火）19:00－21:30
会場： 制作室6
定員： 10名
持物： 自分が声に出して読んでみたい本、記事など

MuDA「整体と運動 vol.3」
日時： 2月9日（金）19:00－20:30
会場： 制作室10
定員： 15名
持物： 水、タオル
※動きやすい服装でお越しください

コンブリ団「戯曲を声に出して読んでみる」
日時：2月11日（日）15:00－17:00
会場：制作室2
定員：10名程度
対象：16歳以上

K ACセレクション

粘土の味『オフリミット』
作家・演出家の合田団地（努力クラブ）と、演出家
の和田ながら（したため）によるユニットの初公演。
日時： 1月26日（金）19:30
 27日（土）14:00／19:30
 28日（日）11:30／17:00
会場： フリースペース
出演： 石川信子、FOペレイラ宏一朗、金子仁司、

長州仁美、堀井和也、山口惠子
料金： 一般前売2,300円／当日2,800円
 学生前売1,500円／当日2,000円
 高校生以下1,000円（前売・当日共）

 トリオ6,000円
※トリオは前売のみ、同一回に３名で来場の

場合、利用可能
主催・問合せ：粘土の味
　E-mail：nendonoaji@gmail.com

重要無形文化財常磐津節
第3回伝承事業成果発表会
常磐津節保存会の会員および研修生の若手演
奏家による演奏。
日時： 2月1日（木）開場13:30 開演14:00
会場： 講堂
演目・出演：
「松島」

浄瑠璃：常磐津都代太夫、常磐津若音太夫、
常磐津一男太夫

三味線：常磐津都史
上調子：常磐津三之祐

「八犬伝 富山の段」
浄瑠璃：常磐津一佐太夫、常磐津都代太夫、

常磐津若音太夫、常磐津一男太夫
三味線：常磐津都㐂蔵、常磐津都史
上調子：常磐津三之祐

料金：2,000円
主催・問合せ：常磐津節保存会
　TEL：090-7095-0438（常磐津都㐂蔵）

N₂ 「Tab.3 - 書き言葉と話し言葉の物性を
表在化する試み『雲路と氷床』 -Lightning 
talk is working in silence.
―Fig.1–処女戯曲の翻訳と複製『赤裸々』と
ともに―」
鮮烈なポエジーを携え、言葉の物質性に肉薄す
る試みを続ける関西の新鋭劇作家、杉本奈月の
最新作。
日時：2月22日（木）15:15／19:15
 23日（金）、24日（土）11:15／15:15／19:15
 25日（日)11:15／15:15
会場： 講堂
作・演出・宣伝美術：杉本奈月
出演・テキスト：森谷聖、益田萠
料金：一般前売3,000円／当日3,500円
  ※各種割引あり
主催・問合せ：N₂（エヌツー）

　TEL：080-2432-5415（N₂制作部）

　E-mail：gekidann2@gmail.com

アンサンブル九条山コンサート vol.5
『波形 スペクトル楽派－新音響言語の誕生』 
気鋭のソリスト集団による現代音楽アンサンブルが、
1970年代フランスのスペクトル楽派を取り上げる。

［プレトークイベント］
日時： 2月12日（月・祝）14:00－15:30
会場： ミーティングルーム2
料金： 無料
定員： 40名（先着順）

モデレーター：小崎哲哉（REALKYOTO編集長）

スピーカー：有馬純寿（音楽家／帝塚山学院大学情報メディ

ア学科准教授）、アンサンブル九条山メンバー

［コンサート］
日時： 2月28日（水）開場18:30 開演19:00
会場： 講堂
出演： 若林かをり（フルート）、上田希（クラリネット）、

石上真由子（ヴァイオリン）、福富祥子（チェロ）、
太田真紀（ソプラノ）、畑中明香（打楽器）、
森本ゆり（ピアノ）、若林千春（指揮）、有馬
純寿（エレクトロニクス）

料金： 一般前売3,000円／当日3,500円
 学生前売2,500円／当日3,000円
主催・問合せ：アンサンブル九条山事務局
　TEL：090-1710-6597
　E-mail：e.kujoyama@gmail.com

制作支援事業

ベビー・ピー 第15回公演『海月ビルディング』
故郷をなくして世界を漂う人たちが集まるビル
の一室を舞台にした濃密な会話劇。
日時： 2月23日（金）－27日（火）

※詳細スケジュールは公演ウェブサイトをご
覧ください

会場： 葵文化サロン（左京区）

料金： 一般前売2,800円／当日3,300円
 学生前売1,800円／当日2,300円
 小中高生1,000円（前売・当日共）

 小学生未満無料
主催・問合せ：ベビー・ピー
　TEL：090-2896-5429（やなぎはら）

　E-mail：babypee.mail@gmail.com

祝・60周年！ 第249回 市民狂言会
日時： 3月2日（金）開場18:30 開演19:00
会場： 京都観世会館（左京区）

演目： 松楪、鐘の音、箕被、重喜
出演： 茂山千作、七五三、千三郎、千五郎、

宗彦、茂、童司 ほか
料金： 前売2,500円／当日3,000円

※平成30年度市民狂言会の年間席札
を販売予定

チケット取扱：京都芸術センター、大丸京
都店、高島屋京都店、チケットぴあ

（Pコード：482-568）
※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術

センターにて取扱
主催： 京都市

KAC Performing Arts Program 
2017 / Music

『音楽を着る』
着物や俳句から着想を得て作曲したニコ
ラ・ルリブの新作の公演。
日時： 3月11日（日）開場14:30 開演15:00
会場： 講堂
出演： 中川日出鷹（ファゴット）、ニコラ・ルリ
ブ（作曲／ピアノ）、大西泰徳（チェロ）

着物製作：奥野むつみ
料金： 一般前売2,000円／当日2,500円
 学生1,500円（前売・当日共）

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、サー
クルＫサンクス）の専用端末などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および 印の共催事業・制作支援事業

日本画・連句 体験教室参加者募集

01 「日本画 絵の具であそぶ」
日時：3月3日（土）13:00－16:00
会場：ミーティングルーム2
講師：村居正之（青塔社）

参加料：1,000円（実費）

定員：15名（先着順）

対象：小学生以上
持物：えんぴつ（HB～2B）、消しゴム

02 「連句 言葉を連ねる、想いを連ねる」
日時：3月4日（日）、10日（土）、18日（日）、

21日（水・祝）［全4回］ ※連続参加

 13:30－15:30
会場： ミーティングルーム2
講師： 京都府連句協会
参加料：無料
定員： 20名（先着順）

対象： 高校生以上
持物： 筆記用具
申込方法：電話かウェブサイトから教室

名、氏名、人数、年齢、電話番号、
E-mailアドレスをお知らせください。

主催： 京都市、公益財団法人京都市芸術
文化協会

ロームシアター京都×京都芸術センター
U35創造支援プログラム「KIPPU」募集
応募資格：
・ 京都で１ヶ月以上創作し、舞台芸術作品

を上演する意欲があること
・ 代表者あるいは主たるアーティストが概

ね35歳以下の個人及び団体
・ 過去に2作品以上、上演経験があること
・ 舞台芸術のジャンル、形態、居住地、活

動拠点不問
応募条件：
〈京都芸術センター 制作室〉

公演日の最長3か月前から使用可。最
短でも1ヵ月は使用すること

〈ロームシアター京都 ノースホール〉
以下のいずれかの日程で、上演できる
こと（以下の日程には、仕込み、リハーサル、

本番、撤去すべて含みます）

・ 2018年12月10日（月）－16日（日）

・ 2019年1月14日（月・祝）－20日（日）

・ 2019年2月13日（水）－16日（土）

応募締切：2月5日（月）〔必着〕
※詳細はウェブサイトをご覧ください

募集要項および応募用紙は、同センターにて配布中。ウェブサイトからもダウンロード可。
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第4回「藝文京展」（1/13－2/12） 『生業・ふるまい・チューニング 小出麻代－越野潤』（2/22－4/8）

『生業・ふるまい・チューニング 小出麻代－越野潤』
［関連企画］アーティスト・トーク

AIR Alliance Platform
「ダンスと映画：物語る身体」上映会

伝統芸能文化創生プロジェクト
「落語 The シンポジウム」

伝統芸能文化創生プロジェクト
「三味線三昧」

伝統芸能文化創生プロジェクト
講座シリーズ#3 女流義太夫を知る

都市と百貨店—生活のデザインと文化
百貨店は生活の博覧会場だ！！

ラウンドテーブル「アートを支える現場
－アーティスト・イン・レジデンスを中心に」

［関連企画］KYOTO ART TOUR

ロゼッタ結成公演『未知の空間』

演劇計画Ⅱ ─戯曲創作─ 「S/F ─到来しない未来」 
KAC S/F Lab. オープンラボvol.5 「習俗と寓意」

［明倫WS］シアターリミテ
「群読に挑戦、演出に挑戦」 ［明倫WS］MuDA「整体と運動 vol.3」

［明倫WS］ベビー・ピー
「山ぐるみ人形劇」をやってみよう！

［明倫WS］コンブリ団
「戯曲を声に出して読んでみる」

［明倫WS］正直者の会
「声に出して読んでみる」

［KACセレクション］
重要無形文化財常磐津節 第3回伝承事業成果発表会

［KACセレクション］アンサンブル九条山コンサート vol.5
『波形 スペクトル楽派－新音響言語の誕生』［プレトークイベント］

［KACセレクション］N2 「Tab.3 - 書き言葉と話し言葉の物性を
表在化する試み『雲路と氷床』 -Lightning talk is working in silence.
―Fig.1‒処女戯曲の翻訳と複製『赤裸々』とともに―」

［KACセレクション］アンサンブル九条山コンサート vol.5
『波形 スペクトル楽派－新音響言語の誕生』［コンサート］
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舞台上には懐かしさと切なさを孕んだノスタルジー
が浮ぶ。サイトウの作品を観るといつも、写真のフィル
ムを一枚一枚眺めては捨てていくような感覚になる。

本作は福永武彦の小説「廃市」と北原ミレイの演歌
「石狩挽歌」を主な題材に構成されている。観客に配
布されるプログラムには物語の概要と登場人物の紹介
が記載されていた。作品のあらすじや展開が明示され
るため、作品は観客にとって見やすく受け入れやすい
ものになる。その上で、観客の想像を軽く飛び越え、時
には想像を潔く裏切ってくるから、サイトウ作品は面白
い。主軸となる2つの物語に加えて、サイトウの過去作
品である『センチメンタル』、ゲストとして参加している
ヤザキタケシの『スペース4.5』、関典子の『犯情』が伏
線として張り巡らされている。本作には若手のダンサー
も複数参加しており、現在の関西のコンテンポラリーダ
ンスシーンを牽引してきたゲストダンサーたちと、これ
からを担っていこうとする若手ダンサーが一堂に会し
ていることも見どころの一つであったといえよう。

舞台上には何枚もの畳が敷き詰められている。は
じめは規則的に隙間なく並べられている畳だが、ダン
サーによってその形は変化していく。この畳が作品に対
して多くの意味を持っていたように思う。畳の移動は過
去の記憶がまさに畳みかけるような効果を持っていた。
畳が剥がされることは、秘密を暴かれるような印象をも
たらした。作品全体を通し、記憶に丁寧に一辺一辺折
り目を付けて、小さく畳んでいくようにも見受けられ、

サイトウマコトの世界 vol.6『廃の市 ほろびのまち』
2017年11月10日（金）－12日（日）

AI・HALL（兵庫県伊丹市）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。
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身体で語る物語

ダンス

ゆざわさな

また、「店を畳む」という言葉で用いられる「終わりにす
る、片付ける」という意味で畳が引用されているように
も思えた。

夏目周久演じる直之の記憶のフィルムが舞台上に立
ち上がり、過去を語るモノローグがそっと聞こえてくる
ような感覚になる。観客の立場はあくまで傍観者であ
り、舞台上で展開する物語は他人事であるからこそ、
作品に対して自由な感情移入が促される。全編を通し、
関演じる直線的で凛と澄んだ育代と本多由佳里演じる
曲線的で艶やかな秀の二人の女性ダンサーのコントラ
ストには目を見張るものがあった。出演者総勢22人で
の群舞はそれぞれのテクニックが光る迫力の1コマと
なっていた。サイトウと北原真紀が踊る『センチメンタ
ル』は直之と育代の簡素で混沌とした過去の日を切り
取って貼り付けたようだった。舞台中央の白いサスの
中で踊るヤザキの『スペース4.5』は、登場人物の感情
や過去を集めて、かき混ぜて、靄の中に解放する役割
を担っていたように思う。ドビュッシーの「月の光」で踊
る夏目のソロは、最後の一言を絞り出し、過去に終止
符を打つような、切なさと切実さに溢れていた。

サイトウの作品は、作品の見やすさや観客の傍観を
許した構成から、他のコンテンポラリーダンス作品とは
一線を画していると筆者は考える。コンテンポラリーダ
ンスは苦手だ、という人にこそ観てほしい。

（11月11日19時の回を鑑賞）

ゆざわ さな／ダンサー、ダンス講師、The bomb/舞台企画back☆pack
主宰●大学院卒業に向け、修士論文を執筆中です。また、主宰している
The bombの次回公演実施に向けて、少しずつ計画を練り始めています。

芸術作品は何の役に立つのか。2011年の東日本大震
災後、よく聞かれた不毛な問いである。実用性や生産
性、効率を至上とする現代社会では、人文科学や芸術
は非合理的で不毛な営為なのだろう。

神戸アートビレッジセンターで開催された若手作家の

に着目し、画像の正体を検証する疑似リサーチ作品を展
示。インターネットによる画像検索、粘土による復元模
型、ドローイングや資料など多様なメディアで具体的に
検証するが不毛な誤解、曲解ばかりで答えはでない。む
しろ、正解なき問題を発見することの創造性が本作の魅
力であろう。

三者三様の不毛な制作行為には先駆者がいる。本展
と同時期に大阪・国立国際美術館で回顧展が開催され
たつくらない彫刻家・福岡道雄（1936-）である。例えば、
2000年代から発表された「文字」シリーズは、FRPの板
に電動彫刻刀で「何もすることがない」などの文字が小さ
くびっしりと刻まれた作品だ。時間と労力をかけて「何も
することがない」と延 と々つくること。それは日常の無意
味な毎日の繰り返しに通じる「合目的的不毛論」な制作
／生き方といえようか。
「つくらない芸術家」マルセル・デュシャンのレディメイ

ド《泉》回顧で湧いた2017年。いま、つくることは無意味
で不毛なことなのかもしれない。だが、本展の3作家は
レディメイドを選ばず、「つくる」ことの不毛さを選んだ。

会場には、クールな泉より鑑賞者を感応させる熱があっ
た。たしかに、芸術は不毛かもしれない。だが人は「不
毛」を肯定し、「不毛論」へと思考・制作を生きることがで
きる。合目的的不毛論の結論はまだ先である。

公募企画展『合目的的不毛論』は、「傍から見れば不毛
に思えるような表現方法やプロセスを重要視して制作」
された大前春菜、菊池和晃、澤田華の作品を通じて、創
造の肥沃さを見せるものだった。

大前は、四角いマシュマロ状のかたちを積み上げた
大型彫刻を出品。見た目は肉感的で柔らかに見えるが
石膏とFRPなどの固い素材で作られており、存在の知覚
と認識のズレを膨らませる。大前は、彫刻の重量感を「柔
量感」へと軽重を変え、彫刻観を覆す。

菊池和晃は、パフォーマンスの記録映像とその成果か
ら生まれた絵画や立体を展示する。ジャクソン・ポロック
のアクション・ペインティングに着想を得た《抵抗》、篠原
有司男のボクシング・ペインティングさながら８体のボク
シング人形の装置から放たれるパンチを受けながら絵を
描く《アクション》など、スポーツのように瞬間的な一回
性に賭ける創造のエネルギーをみせる。芸術はどのよう
にして生まれるのか。菊池の芸術行為の不毛さに目が離
せない。

澤田華は、古い写真集の画像に写り込んだ謎の物体

若手芸術家支援企画 1fl oor2017『合目的的不毛論』
2017年11月18日（土）－12月10日（日）

神戸アートビレッジセンター（神戸市兵庫区）

合目的的不毛論概論

美術

平田剛志
ひらた たけし／美術批評●ヴィターリ－・カネフスキー監督の『動くな、死
ね、甦れ！』を見ました。少年少女のビタースイートな物語に訪れる不毛な
展開に茫然とします。京都では3月末に閉館となる京都みなみ会館で上映
予定です。

図書室休室日：2月28日（水）

撮影：Leo Labo（井上大志、咲塚せりず）

菊池和晃《アクション》　撮影：表恒匡

幕が上がると同時にパアッと艶やかに開いた花々
が、三味線と歌の音色、色とりどりに移ろう舞台背景
に合わせ、形や色彩を次々に変化させ、瞬く間に大輪
のそれが咲き誇るフィナーレに向かう。雅やかな「京
の四季」が一時間に凝縮された舞台だった。

11月1日－10日にかけて開催された、祇園東歌舞会
主催の「第60回祇園をどり」である。

ご存知の通り、「祇園をどり」は秋に上演される、京
都の季節の風物詩である。60というと、干支でいう
ちょうど一回り。ということもあって、今回の舞台では
祝舞「三番叟」が披露され、舞台の構成も“「祇園をど
り」の歩みを回顧したもの”としながらも、演出として、
舞台に一部映像が使われるという、新たな取り組み
も見られた。

テーマは、「雪月花東山風情」。舞台は雪の白川の
白と鷺の白が艶やかな「白川の鷺」に始まり、芸妓と

第60回祇園をどり「雪月花東山風情」
2017年11月1日（水）－10日（金）

祇園会館（京都市東山区）

艶やかで洗練された
日本美を愉しむ

伝統

宇都宮ゆう子

舞妓が川床で送り火と下弦の月を優雅に楽しむ様子
を描いた「夏の月」、迫力のある金と銀の「双龍」、桜
並木が迫ってくるような、客席にいながらにして桜並
木の下をくぐり抜ける感覚に襲われる映像が現れた
かと思うと、その先には楚々とした娘らが花を楽しむ
様子が何とも愛らしい「八坂の桜」、そして色とりどり
の着物でフレッシュで軽やかな舞を見せる、舞妓たち
の「東山春秋」。そしてフィナーレの「祇園東小唄」と続
く。

定番の「祇園東小唄」は、出演者全員が舞台に登
場することもあり、洗練された迫力があり、何度見て
も胸に迫ってくる。それは、私のような観光客的な存
在はもちろん、出演の芸妓や舞妓が所属する、茶屋
に通う常連の方々にとっても同じようだ。祇園東小唄
ではおなじみの、指にかけた扇子をくるくると回す
振り付けや、閉幕と同時に正座をし、深々とお辞儀
をする、“祇園東”ならではの光景が見られると、大
きな拍手が起きた。

京都には５つの花街があり、それぞれが一般の人々
に向けた、「をどり」の舞台を開催している。他の四花
街（上七軒、祇園甲部、先斗町、宮川町）の踊りの会は春に
催されるのに対して、祇園東は秋。また、舞妓や芸妓
が少数精鋭ということもあり、ひときわ円熟した芸を
堪能することができるように思う。一方で、熟練され
た舞台でありながら、どこか親しみやすさもあり、温
かな空気が心地良い。とにかく圧巻のひと時だった。

（11月6日13時半の回を観劇）

うつのみや ゆうこ／フリーライター、編集者●２月から立て続けに３冊、手
がけた「運気アップ」系の本が発刊される予定です。一方で、小学生の夏
休みに向けての、伝統芸能読本も進めています。
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京都芸術センターでは、京都市とともにアーティスト・イン・レジデンスの環境
整備を進めるための事業を実施しています。

アーティストや芸術分野の研究者等がリサーチのため、作
品制作のため、普段の生活とは異なる地に身を置くアー

ティスト・イン・レジデンスは、多くのアーティストに活用されてお
り、京都芸術センターをはじめ、アーティスト・イン・レジデンスの
プログラムを実施する機関も増えてきています。

アーティストが何かと出会い、そこで生活をし、作品を制作
する。アーティスト・イン・レジデンスはまさにアートが生まれる
現場ですが、その現場を支える人たちの役割もまた多様であり
多分です。自分たちで「場」をつくる人、プログラムを運営する
人、異なる分野間を繋げる人…。6つのトピックスをテーブルご
とに話す本ラウンドテーブルでは各地でAIRプログラムを運営
する方々やアーティストを招きます。展覧会や公演など完成し
た作品を鑑賞するだけではないアートと関わる現場を覗いて
みませんか。

KAC TRIAL PROJECT / Co-program 2017
カテゴリーA 「共同制作」採択企画

ロゼッタ結成公演
『未知の空間』

TO P I C  02

TO P I C  03

Rosetta Contemporary Ensembleによる新曲公募公演。サ
クソフォン、マンドリン、ギター、左手のピアノによるユニーク
な編成のアンサンブルが、作曲家書き下ろしの新曲と世界中
から公募選出された7曲を初演します。音楽表現、音楽鑑賞
の両面において新たなスタイルを模索する本公演に先駆け
て、ロゼッタ主宰の橋爪皓佐さんにお話を伺いました。

―『未知の空間』というタイトルで開催する音楽公演
ですが、どんな「未知」を体験することができるので
しょうか？

本公演の一番の未知は、ずばり音楽作品そのも
のです。曲目はすべて新作で、本公演での演奏が
世界初演となります。作曲家、演奏家、観客全てが
この演奏会で初めてこれらの音楽に実際に触れる
ことになる、とてもエキサイティングな機会だと思い
ます。

また、演奏会場には、映像を映写するスクリーン
がいくつか配置されます。この映像装置が音楽公
演のなかでどのような効果をうみだすのか、ここに
も、色 な々「未知」を期待してほしいと思います。

―本公演をもって結成される「Rosetta Contemporary 
Ensemble」。結成にかける想いを教えてください。

私たちはギター、マンドリン、左手のピアノ、サク
ソフォンといった、20世紀になってからレパートリー
の開発が進んだ、どちらかといえばクラシック音

楽の中では新参者の楽器ばかりのアンサンブルで
す。それぞれソロの作品は多くありますが、他の楽
器とのアンサンブル作品のレパートリーはまだまだ
不足している状況です。あえてこれらを組み合わせ
たアンサンブルを作り、一つの形として成熟させて
いくことが、ロゼッタの結成の動機でした。

アメリカで現代音楽がヨーロッパと大きく異なる
発展をみせたように、日本という、全く別の文化圏
で、新たな音楽のムーブメントを作り、他国の作曲
家を刺激するというのはとても重要なことだと考え
ています。

また、「視覚的要素」の問題にも注目しています。
音楽家だけでは見落としがちな、音楽公演におけ
る視覚的な問題点について、美術メンバーと共同
で考察し、注意深く構成しながら映像を取り入れま
した。コンサート全体をひとつの視聴覚体験として
提示する公演にチャレンジし、音楽表現の様 な々あ
り方についても常に敏感なアンサンブルを目指して
います。

他にも、異なる楽器同士がつどい、お互いの分
野の観客を交換するという、音楽の裾野を広げると
いうのも一つの大事な目標です。今後はメンバーに
よるジョイントリサイタルを開くなど、クラシックの
伝統に則った演奏会と、公募公演のような多少前
衛的な手法をとった公演を織り交ぜながら、独自の
表現方法を探索していきたいと思います。

―世界各地32の国と地域から、100件近くの応募
があり、その中から精鋭の7作品が選出されました。
今回演奏される楽曲の聴きどころを教えてください。

今回選ばれた作品は、オーストラリア、コロンビ
ア、香港、インドネシア、イタリア、メキシコの作曲
家によるものです。一緒に選考を行った作曲家の
中堀海都さん、池田萠さんの作品とあわせ、どれも
かなり趣の異なった作品となっています。しかしす
べての作品が、京都で行われるこの日の公演のた
めに書かれたものであり、楽譜というメディアを通
して提示されています。その楽譜におさめられた音
楽を、私たちロゼッタが、京都の地で観客に向け
て、初めて披露することになります。プレゼントの
包みを広げるように、皆様にも多くのサプライズが
お届けできるはずです。

同時代の作曲家がいったい何を表現しようとして
いるのか。なぜ私たちロゼッタはその作品を演奏す
るのか。そして、全然知らない作曲家の作品を聞く
ことがどれだけエキサイティングな経験なのか。ぜ
ひこの未知の音楽を、『未知の空間』で体験しにき
てください。

ラウンドテーブル
「アートを支える現場－アーティスト・イン・レジデンスを中心に」
日時： 2月21日（水）14:00－17:15（第一部 14:00／第二部 15:30）

会場： フリースペース
料金：無料　 定員：各テーブル30席（先着順／要事前申込）

テーブルテーマ
（第一部[#1～#3]、第二部[#4～#6]から1テーブルずつ選んでご参加ください）

#1「セルフビルドの場づくり」
飯高克昌（ANEWAL Gallery）、村田達彦（遊工房アートスペース）、赤井あずみ

（HOSPITALEプロジェクト）

#2 「学術×アート、産業×アート」
坪井あや（東京大学Kavli IPMU）、石澤依子（Creative Residency in Arita）、
勝冶真美（京都芸術センター）

#3 「アーティストとAIRプログラムのマッチング」
吉田雄一郎（城崎国際アートセンター）、小田井真美（さっぽろ天神山アートスタジオ）

#4 「心魅かれるレジデンス環境とは？」
黒田大祐（彫刻）、山本麻紀子（現代美術）、三原聡一郎（メディア・アート）

#5 「国際アートプロジェクトを企画する」
クリスティ・モンフリース（インディペンデント・キュレーター※オンライン参加）、
ジョアン・ライア（インディペンデント・キュレーター）、青嶋絢（アート・コーディネーター）

#6 「アジアのオルタナティブ」
山本佳奈子（Offshore）、小川希（ART CENTER Ongoing）

※イベント情報（P2）もご覧ください。

世界各地から届けられた９つの新作スコアを演奏します。ロゼッタが奏
でる生まれたての音楽を、どうぞお聞き逃しなく。

當間芽（アートコーディネーター）

アートを支える人たちはアーティストに負けず劣らず個性派揃い。そんな面々が一堂に会
するこの機会を私自身も楽しみにしています。

勝冶真美（プログラムディレクター）

昨年のアーティスト・イン・レジデンス シンポジウムの様子

ロゼッタ結成公演『未知の空間』
KAC TRIAL PROJECT / Co-program 2017 
カテゴリーA「共同制作」採択企画。
日時： 2月12日（月・祝）

 開場16:45  開演17:00
会場： 講堂
出演： Rosetta Contemporary Ensemble

橋爪皓佐（ギター）、有馬圭亮（左手のピアノ）、
柴田高明（マンドリン）、永田参男（ギター）、
日下部任良（サクソフォン）、佐古季暢子（マン

ドリン・マンドラ）

美術：宮坂直樹
料金： 一般前売2,500円／当日3,000円
 学生前売1,000円／当日1,500円
チケット取扱：京都芸術センター、株式会社サロッ

ト、フレット楽器ヤマサキ、レポワ音楽事
務所

主催：Rosetta Contemporary Ensemble、
 京都芸術センター
※イベント情報（P2）もご覧ください

アートを支える現場
－アーティスト・イン・レジデンスを中心に
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月26日から1月4日

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

京都芸術センター窓口、もしくは下記ウェブサイトより
ご注文いただけます。
http://www.kac.or.jp/shop/

林勇気
『電源を切ると何も見えなくなる事』

2016年4月5日－5月22日
展覧会カタログ 定価 500円（税込）


